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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 １月21日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ２月４日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 １月19日㈫・２月２日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ２月10日㈬13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 ２月４日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ２月９日㈫13時～15時 高野支所

総領 ２月10日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 １月21日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 １月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

高野 ２月９日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

総領 ２月10日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 １月26日㈫13時～16時 東城支所 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　総領 ２月９日㈫13時～16時 総領健康福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原
１月18日㈪13時30分～16時30分

庄原市ふれあいセンター
知的

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

２月８日㈪13時30分～16時30分 身体

西城 ２月14日㈰13時30分～15時 西城支所（しあわせ館） 身体・知的

比和 ２月２日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

身体障害者舗
装 具 判 定 会【肢体】１月21日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査・ 相 談 ２月３日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 １月18日㈪・２月１日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

離乳食教室
１月19日㈫13時30分～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳

エプロン・三角巾
筆記用具

申し込み必要
１月28日㈭10時～11時30分 東城こどもの館

育児相談 １月18日㈪・２月８日㈪
13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問

い合わせください）

母子保健
事業

●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

りんご・大根のおいしさをＰＲドライバーに安全を呼びかけ
　高野小学校児童が販売体験・11/27　街頭指導で交通事故防止を啓発・12/5

高野小学校４・５年生の児童34人が、農家作業体験で
作ったりんごと大根を、道の駅たかので販売しました。
子どもたちは、高野のりんごと大根のおいしさを知っ

てもらおうと、この日のためにチラシやポスター、レシピ
本も作成し準備をしてきました。当日は、来訪者にチラ
シなどを配りながら積極的に声をかけ、収穫したりんご
約170袋（１袋４～５個入り約１㌔）と大根約300本を
販売しました。農家作業と販売の体験をした松下千奈都
さん（５年）は「販売の時は買ってもらうために頑張っ
て声を出して呼びかけをした。農家の方は大変な思いを
して作られていることがわかった」と話していました。

西城町平子の夢の橋周辺で、年末事故防止県民総ぐ
るみ運動の一環として特別街頭指導が行われました。
街頭指導では、通りかかった運転中のドライバーに、

赤・黄・青の信号を模した三色の安全餅を200 セット
配布。「余裕を持った安全運転をお願いします！」とド
ライバー一人一人に声をかけ、安全運転と交通事故防
止を呼びかけました。
特別街頭指導に参加した方は「これから年末にかけ

て何かと忙しくなる時期なので、余裕を持った運転を
心がけていただき、交通事故に遭わないようにしても
らいたい」と力を込めていました。

▲りんごを販売する子どもたち▲安全餅などを配り交通安全を呼びかけ

№８

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。　情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159／ Fax0824-72-3322Camera Report
カメラレポート

№７

児童の支援で楽しい時間を共有展示・発表で交流を深める
　口和子育て広場でクリスマスリース作り・11/26　みんなの文化発表会・11/29

口和子育て支援センター主催による『子育て広場』
が口和老人福祉センターで開催され、母親14人が参加
しました。
今回は講師の桑野歩さん指導のもと、家に飾るクリ

スマスリースを作成。リース作成中には、子育て教室の
研修に来ていた口北小学校３・４年生10人が、参加者
の子どもを預かりお世話をしました。泣いたり、動き
回ったりする子どもに悪戦苦闘する小学生の支援のお
かげで、リースは無事完成しました。主催者の今井紗弥
さんは「作ったリースを家に飾り、家族で楽しいクリ
スマスを過ごしてほしい」と話していました。

「第４回みんなの文化発表会」が比和自治振興センター
で開催されました。
このイベントは、地域住民を中心とした団体の日ごろ
の練習の成果を披露する場として開催され、太極拳や和
太鼓の演奏、生け花や地域の子どもたちの作品展示など
も行われました。バザーでは、この時季にぴったりのおで
んが販売されたり、手作り雑貨などが販売されるなどし
て賑わいました。また、中先途婦人部が無農薬栽培のエキ
ナセアを使用したハーブティーの試飲販売を実施。風邪
やインフルエンザ予防にも効果があると言われているこ
とから、多くの人が興味を示していました。

▲うまく出来るかな～▲手作り雑貨のバザー

№９№10
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他
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戦
ひ
ろ
し
ま
in
高
野　

雪
合
戦
＆
雪
遊
び
＆
グ
ル
メ

を
楽
し
も
う
！

　

西
日
本
最
大
規
模
の
「
ス
ポ
ー

ツ
雪
合
戦
」。
日
本
雪
合
戦
連
盟

の
公
式
ル
ー
ル
に
則
り
、
１
チ
ー

ム
７
人
の
選
手
が
、
コ
ー
ト
内
の

シ
ェ
ル
タ
ー
に
身
を
隠
し
な
が
ら

相
手
の
選
手
め
が
け
て
雪
球
を
投

げ
る
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
選
手
だ
け
で
な
く
観
戦
も

楽
し
め
る
大
会
で
す
。

　

２
日
目
に
は
お
い
し
い
漬
物
と

あ
た
た
か
い
鍋
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を

開
催
す
る
ほ
か
、
雪
中
宝
探
し
や

雪
上
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
乗
船
会
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
。
お
楽
し
み
満
載

の
白
銀
の
世
界
へ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

競
技
開
始　

１
日
目　

12
時
45
分

　
　
　
　
　

２
日
目　

９
時
45
分

と
こ
ろ 

庄
原
市
高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

問
い
合
わ
せ　

大
会
事
務
局（
高
野
支
所
産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
わ

　

雪
を
楽
し
む
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
そ
り
す
べ
り
ジ
ャ

ン
プ
大
会
な
ど
で
は
景
品
も
用
意

し
て
い
ま
す
。
昼
食
に
は
イ
ノ
シ

シ
肉
入
り
の
う
ど
ん
、
お
で
ん
や

お
に
ぎ
り
、
お
や
つ
タ
イ
ム
に
は

ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

と
き　

１
月
31
日
㈰　

10
時
～

と
こ
ろ　

金
尾
原
元
ス
キ
ー
場

（
口
和
町
宮
内
）　

参
加
費　

１
人
２
千
円（
体
験
料
・

昼
食
代
含
む
）
※
未
就
学
児
無
料

内
容　

か
ま
く
ら
作
り
・
雪
だ
る
ま

作
り
・
そ
り
遊
び
・
そ
り
す
べ
り
ジ
ャ

ン
プ
大
会
・
雪
中
宝
さ
が
し
な
ど

問
い
合
わ
せ　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
く
ち
わ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
庄
原
市
観
光
協
会
口
和
支
部
）

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
２
３
２
５

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
３
月
20
日
㈰
ま

で
。
資
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

家
畜
を
所
有
し
て
い
る
人
は

県
へ
飼
育
状
況
の
報
告
を
！

　

畜
産
業
に
限
ら
ず
家
畜
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
２
月
１
日
時
点

で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
頭
羽

数
、
衛
生
管
理
状
況
を
広
島
県
に

報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

報
告
の
対
象
と
な
る
家
畜
は
、

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
羊
・
山
羊
・
豚
・

い
の
し
し
・
鶏
・
そ
の
他
家
き
ん

類
で
す
。
飼
養
者
へ
は
広
島
県
北

部
畜
産
事
務
所
か
ら
調
査
表
な
ど

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
牛
・
水
牛
・

鹿
・
馬
・
羊
・
山
羊
・
豚
・
い
の

し
し
は
４
月
15
日
ま
で
、
鶏
・
そ

の
他
家
き
ん
は
６
月
15
日
ま
で
に

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
島
県
北
部
畜
産
事

務
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
対
象
の
家
畜
を
飼
い
始

め
た
場
合
は
、
農
業
振
興
課
ま
た

は
各
支
所
産
業
振
興
室
・
産
業
建

設
室
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
方

は「
蜜
蜂
飼
育
届
」の
提
出
を
！

　

養
蜂
振
興
法
の
定
め
に
よ
り
、

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
そ
の

年
の
飼
育
計
画
な
ど
を
記
入
し
た

「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
、
毎
年
１
月

末
ま
で
に
広
島
県
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
趣
味
で
飼
育
す

る
場
合
も
提
出
が
必
要
で
す
。（
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
用
に
飼
育
す
る
場
合
な
ど
、
届

け
出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
広
島
県
庁
畜

産
課
ま
た
は
北
部
畜
産
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
庁
畜
産
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
６
０
４

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

農
耕
用
車
両
の
登
録
は　
　

お
済
み
で
す
か

　

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
車
両

は
、
道
路
運
行
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
車
両
の
登

録
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
庁

税
務
課
・
各
支
所
市
民
生
活
室
で

登
録
手
続
き
を
行
い
、
標
識(

ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト)

の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

対
象
車
両

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
田

植
機
・
農
業
用
薬
剤
散
布
車
な
ど

※
農
耕
作
業
を
行
う
能
力
と
乗
用

装
置
を
兼
ね
備
え
た
も
の

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
販
売
証
明
書　

※
販
売
証

明
書
が
な
い
場
合
は
、車
台
番
号
、

車
名
、
型
式
な
ど
の
分
か
る
書
類

税
額

年
額
２
千
円（
平
成
28
年
度
か
ら
）

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
を
！

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
方
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
、
売
電
の
た

め
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

た
方
な
ど
が
、
事
業
の
た
め
に
用

い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備

品
な
ど
の
資
産
で
、
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

1
月
1
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
内
容
（
取
得
年
月
、
取

得
価
額
、
耐
用
年
数
な
ど
）
に
つ

い
て
、
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
資
産
に
変
更
が
な

い
場
合
や
廃
業
し
た
場
合
も
申
告

が
必
要
で
す
。

申
告
期
間　

２
月
１
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を
支
援

し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
。
手
続
き
な
ど
は
、
高
齢
者
福

祉
課
や
各
支
所
市
民
生
活
室
、
市

内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次

の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
、
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
１
月
31
日
の
間
、
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
同
居
の
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人　

②
要
介
護
４
ま
た
は

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人　

③

在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人

支
給
額　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数

に
応
じ
て
、
月
額
５
千
円
。(

医

療
機
関
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に

月
の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入

院
、
入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
）

申
請
期
間

２
月
１
日
㈪
～
22
日
㈪

支
給
の
時
期

３
月
下
旬
に
、
指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰
労
金

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申

請
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
あ
り
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
居
の
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

　

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

の
要
件
に
加
え
て
、原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、
申
請
年
度
の
市
民

税
が
非
課
税
世
帯
の
人

支
給
額　

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ

き
、
年
額
10
万
円
。

申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
支
給
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

　募集期間：２月１日（月）～19日（金）
名　称 枠数 規　格 広　告 配布数量など 備　考

ホームページバナー
（市ホームページのトップ
ページへのバナー広告）

５枠

縦50 ×横150
（ピクセル）
※形式：GIF、JPEG、
　テキストのいずれか
　（アニメーション可）
※容量：５㌔バイト以下

5,000円/月
トップページ
アクセス数
約5万件/月

■掲載は月単位・最長12カ月まで
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

共通封筒
（市の全ての部署が
市民のほか、国・県・
その他行政機関な
どへ送付する文書
などに使用する封
筒裏面への広告）

長形
３号 １枠

縦60×横100
（mm）

70,000円以上
上記金額を最低価格として
申し込み額の最も高い額を
提示した事業者へ決定

7万枚
■広告掲載期間は平成 28 年度中
　（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
　（濃淡のある原稿や写真入りの原
　　稿は不可）
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し申し込み額の高い順

角形
２号 ２枠

35,000円以上
上記金額を最低価格として
申し込み額の高い順に２枠
を決定

3万5千枚

広報紙
（平成28年４月号～平成29
年３月号へ掲載する広告）

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

毎月
約1万6千世帯

■掲載期間は月単位とし、連続３
カ月以上１割、７カ月以上で２割
の広告料を割引
■募集期間終了後も随時受け付け

（掲載は申請の翌々月）
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

納税通知用封筒
（平成28 年度に使用する
納税通知書などの通知用
封筒裏面への広告)

２枠 縦65×横85
（mm）

１枠100,000円以上
上記金額を最低価格として
申し込み額の高い順に２枠
を決定

10万枚

■広告期間は平成 28 年度中
（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し申し込み額の高い順

母子手帳
（母子手帳交付時の袋へ同
封する広告）

４枠 Ａ４用紙１枚
（両面印刷可） 5,000円/年 約280人

■配布期間は平成 28 年度中
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

　※市税を滞納している方の広告は掲載できません。
　※その他、市営バスや公用車など随時広告を募集しています。
　　詳細は市ホームページ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/）をご覧ください。

問い合わせ
　財政課理財係
　☎ 0824-73-1202

平成28年度広告主を募集します

広報しょうばら／ 2016.1　26 27　2016.1 ／広報しょうばら



お知らせInformation

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

国営備北
丘陵公園
だより

「冬咲きぼたん展」

「ウインターイルミネーション2015-2016」

積
賀　

貴
子
（
短
歌
）

宮
本
ひ
と
み
（
俳
句
）

森
岡　

徹
之
（
俳
句
）

車
田　

和
江
（
川
柳
）

林　
　

武
志
（
川
柳
）

葉
山　
　

恵
（
現
代
詩
）

東　
　

豊
子
（
現
代
詩
）

　

庄
原
市
人
権
作
品　

●
標
語
の
部	

最
優
秀
賞	

永
井　

斗
麻
（
西
城
中
１
年
）

優
秀
賞

風
早　

詠
人
（
小
奴
可
小
１
年
）

木
下　
　

匠
（
小
奴
可
小
１
年
）

奥
田　

昊
太
（
東
城
小
２
年
）

箕
越　

柚
花
（
東
小
２
年
）

平
迫
謙
二
郎
（
西
城
小
３
年
）

福
岡　

幸
季
（
高
小
３
年
）

伊
藤
な
お
み
（
庄
原
小
４
年
）

天
川　

沙
弥
（
庄
原
小
４
年
）

川
上　

蒼
介
（
東
城
小
５
年
）

松
本　

悠
奈
（
東
城
小
５
年
）

山
脇　

光
生
（
西
城
小
６
年
）

中
田　

望
愛
（
西
城
小
６
年
）

赤
木
萌
々
香
（
東
城
中
１
年
）

松
本
茉
唯
弥
（
比
和
中
１
年
）

藤
岡　

億
大
（
東
城
中
２
年
）

長
谷　

倖
希
（
口
和
中
２
年
）

奥
原　
　

聖
（
西
城
中
３
年
）

田
原　

智
貴
（
庄
原
中
３
年
）

●
詩
・
作
文
の
部

最
優
秀
賞

中
村　

来
夢
（
庄
原
中
３
年
）

優
秀
賞			



林　
　

翔
太
（
庄
原
小
３
年
）

岡
本　

唯
楓
（
庄
原
中
２
年
）

中
田　

桃
花
（
庄
原
中
３
年
）

●
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

真
な
ど
の
部

最
優
秀
賞

中
村　

愛
奈
（
庄
原
小
４
年
）

優
秀
賞

松
園　

未
桜
（
庄
原
小
４
年
）

谷
崎　

将
貴
（
庄
原
小
６
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
情
報
政
策
課

広
報
広
聴
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

冬咲きぼたん

１月16日㈯～２月21日㈰開催

１月11日（月・祝）まで開催

と
き

１
月
16
日
㈯
～
２
月
21
日
㈰

※
休
園
日　

月
曜
日
（
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
園
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

第
１
回
び
ほ
く
紙
芝
居
ま
つ
り

　

備
北
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
物
語
（
８
作
品
）
を
紙
芝
居

に
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

と
き　

１
月
10
日
㈰

14
時
～
18
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里「
参
集
殿
」

※
観
覧
無
料

※
入
園
料
、
駐
車
料
別
途
必
要

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
44
‐
３
８
５
５

新
春
イ
ベ
ン
ト

●
と
ん
ど
焼
き

　

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
、
園

内
を
装
飾
し
て
い
た
正
月
飾
り

を
豪
快
に
焚
き
上
げ
ま
す
。

と
き　

１
月
10
日
㈰
12
時
点
火

と
こ
ろ

つ
ど
い
の
里
「
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」

●
豆
餅
つ
き

　

煎
っ
た
黒
豆
の
香
ば
し
い
風

味
が
最
高
で
す
。
ぜ
ひ
お
召
し

上
が
り
く
だ
さ
い

※
先
着
１
０
０
人
の
方
に
お
餅

の
ふ
る
ま
い
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

１
月
24
日
㈰
、
31
日
㈰

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
の
イ
ベ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

　

公
園
の
冬
の
風
物
詩
「
冬
咲

き
ぼ
た
ん
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
展
示
は
冬
に
咲
く
よ

う
に
特
別
に
育
て
た
ぼ
た
ん

の
鉢
植
え
を
展
示
し
、
冬
景
色

に
咲
き
広
が
る
華
や
か
な
彩

り
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。

　

こ
の
ぼ
た
ん
は
、
通
常
４
～

５
月
に
咲
く
ぼ
た
ん
を
低
温

庫
へ
入
れ
て
開
花
時
期
を
調

整
し
、
冬
季
に
開
花
す
る
よ
う

に
育
成
さ
れ
た
も
の
で
、
島
根

県
の
大
根
島
で
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

展
示
に
際
し
、
鉢
植
え
に
わ

ら
の
冬
囲
い
“
コ
モ
”
を
か
ぶ

せ
、
風
情
の
あ
る
情
景
を
つ
く

り
だ
し
ま
す
。
雪
を
ま
と
っ
た

様
子
は
一
段
と
風
情
が
あ
り
ま

す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
・
科
学
そ
の
他

　

国
民
文
化
祭　
　
　
　
　
　
　

　

か
ご
し
ま
２
０
１
５

●
薩
摩
川
内
こ
こ
ろ
の
川
柳
大
会

佳
作

荒
木
美
智
子
（
是
松
町
）

　

広
島
県
科
学
賞

●
準
特
選

広
島
県
教
育
委
員
会
賞

寺
本　

萌
夏
（
板
橋
小
４
年
）　

　

広
島
文
化
賞

●
団
体
の
部

比
婆
荒
神
神
楽
保
存
会

　

庄
原
市
文
芸
大
会

●
庄
原
市
長
賞

阿
舎
利
サ
ダ
コ
（
短
歌
）

稲
垣
サ
カ
エ
（
俳
句
）

荒
木
美
智
子
（
川
柳
）

田
中　

虎
市
（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
議
会
議
長
賞

四
水　
　

薫
（
短
歌
）

矢
崎　

稔
子
（
俳
句
）

山
地　

孝
子
（
川
柳
）

坂
村　

廣
嗣
（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
教
育
長
賞

安
部　

節
子
（
短
歌
）

竹
地　

惠
美
（
俳
句
）

中
原　

幹
枝
（
川
柳
）

赤
堀　

幸
子
（
現
代
詩
）

●
庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

金
川　

伊
織
（
小
四
）（
短
歌
）

三
上　

敏
枝
（
俳
句
）

沼
本
み
よ
子
（
川
柳
）

坂
村　

初
子
（
現
代
詩
）

●
備
北
文
芸
の
会
賞

福
島　

幸
子
（
短
歌
）

池
上
恵
美
子
（
俳
句
）

安
藤　

幸
江
（
川
柳
）

山
内　

久
子
（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

若
山　

阿
月
（
短
歌
）

中
川　
　

清
（
俳
句
）

田
口　

年
子
（
川
柳
）

黒
長　
　

澳
（
現
代
詩
）

●
中
国
新
聞
社
賞

川
崎
冨
士
子
（
短
歌
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
提
出
し
て

い
る
方
は
不
要
）
③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各

支
所
市
民
生
活
室
、
市
内
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課 
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所 

市
民
生
活
室

障
害
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
方
の
「
当
事
者
の
つ
ど
い
」

　
「
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
日
頃

思
い
や
悩
み
ご
と
を
語
り
合
い
交

流
し
ま
す
。
参
加
者
か
ら
「
同
じ

よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
の
話
が
聞

け
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

2
月
10
日
㈬

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー（
三
次
市
十
日
市
東
三
丁
目
14
‐
１
）

対
象　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い

る
方
と
そ
の
家
族
、
支
援
者

お
茶
代　

１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

備
北

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
９
８
７

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
７

重
ね
る
対
話　

つ
な
げ
る
熱

意
で　

四
島（
し
ま
）
返
還

　

政
府
は
、毎
年
２
月
７
日
を「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
国
を
挙

げ
て
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
の
声
を
結
集
し
、
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
北
方
領
土
の
早
期
返

還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
広
島
県

民
会
議
（
広
島
県
環
境
県
民
局
県

民
活
動
課
内
）

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
２
１

餅つき

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　２月９日（火）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

２月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

１月・２月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶明けましておめでとうございます。本年もよろしく
お願いします。今月の表紙は備後落合駅開業80 周年
記念イベントを組み写真でお届けしました。昨年11
月の芸備線特集で、同イベントを企画するグループを
紹介しましたが、その小さな動きがきっかけとなり、
西城自治振興区の「西城ＰＲムービー」作成という西
城町全体を巻き込むほどのプロジェクトへと発展し
ました。当日は、想像以上の人出に驚くと同時に、地域
の一体感と芸備線愛に感動しました。そんな場面に、
ことしいくつ出会えるか、いまから楽しみです。
▶あけましておめでとうございます。年末年始は自
動車で走っていると、庄原に帰省した人たちの、全国
各地のナンバープレートを見ることができます。こ
の人たちが、「庄原ってやっぱりいいな。Ｕターンして
ここで暮らしたいな」と思い、定住してくれたら―。庄
原を出て行った人に「庄原は良いところだから帰っ
ておいで」、市外の人には「庄原に住めばきっと毎日
充実するよ」と胸を張って言えるようなまちにできる
よう、オール庄原で力を合わせて頑張っていきましょ
う。本年もよろしくお願いします。

１～２月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　（ウールニットのストールを染めよう）
　と　き　１月25日㈪
　　　　　①９時～12時
　　　　　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○手仕事　里山の干支展　申
　と　き　２月１日㈪午前中まで
【営業時間のお知らせ】
１月４日～３月末日まで17時閉館
（朝どり市は通常通り16時閉館）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
庄原子ども美術館　絵画教室作品展
とき　２月８日㈪・９日㈫　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

1月10日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
11日（月）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
17日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
24日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
31日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

2月 7日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
11日（木）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
14日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年11月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，６０９人（前年比－６８６人）　
男　　１７，７８８人（前年比－３４３人）　
女　　１９，８２１人（前年比－３４３人）　
世帯数　１５，８４３世帯（前年比－９７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２５人（前年比＋９人）

と　き　１月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　大津真一with 永井匠子、兒玉麻由、小田
　　　　佳大
演奏曲目　「Refrain」（作編曲：大津真一）
　　　　　「雪の降るまちを」ほか
▶大

お お つ

津真
しんいち

一 (ピアノ )…西城町出身、米国ボストン在
住。バークリー音楽大学ピアノパフォーマンス科卒
業。2012 年発表のアルバム「Orifice」は、ボストン
のローカル音楽雑誌「The Noise」で、「2012年度ミュー
ジカルトップテン部門」の第６位にランクイン。
▶永

な が い

井匠
しょうこ

子 ( バイオリン )…武蔵野音楽大学音楽学
部器楽学科バイオリン専攻卒業。卒業後、関東を中
心にフリーの演奏家として活動。
▶兒

こ だ ま

玉麻
あ ゆ

由 ( ヴォーカル )…中国短期大学音楽科を
卒業。卒業後、ヨシオカ楽器で音楽講師として活動。
▶小

お だ

田佳
よしひろ

大 ( ドラムス、パーカッション )…16 歳で
ドラムを始め、21 歳から広島市を拠点として本格
的に音楽活動を開始。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　写真は、東城町帝釈始終にある帝釈馬渡岩陰遺跡の全景で
す。今から 50 年以上も前の昭和 37（1962）年８月に、発掘調
査を開始するにあたり準備をしていた時のものです。
　遺跡は昭和 36（1961）年に馬渡林道を工事する際に発見さ
れました。翌 37 年から 39 年にかけて３次にわたる調査が行わ
れ、約２万年前の旧石器時代から縄文時代前期（約 5,000 ～
6,000 年前）の遺跡であることが分かりました。なかでも第４
層からは、旧石器時代の有

ゆうけい

茎尖
せんとう

頭器
き

（投槍の穂先）、縄文時代
の特徴である石

せきぞく

鏃（弓矢のやじり）、無
む も ん

文土
ど き

器が出土し、今か
ら約１万２千年前ごろに旧石器時代から縄文時代へと移り変っ
ていったようすが明らかになりました。当時、広島県内ではこ
れらの時代の遺跡はあまり例がなく、昭和 38 年には広島県史
跡に指定されました（指定の遺跡名は帝釈峡馬渡遺跡）。
　馬渡遺跡は、庄原市や神石高原町一帯に広がる石灰岩の岩
陰や洞窟を利用した、帝釈峡遺跡群の発掘調査研究のきっか
けとなった遺跡です。昭和 37 年から 50 年以上にわたり、現
在も広島大学を中心に遺跡群の調査が続いています。石器時
代を中心とした遺跡の調査で、このように長期間に及ぶ例は、
日本国内ではほかにありません。
　遺跡は、県道庄原東城線の岩屋口から始終方面に向けて帝
釈川を約１．５㎞遡ると、馬渡川との合流点があり、そこから
右の馬渡川沿いに約 200 ｍの距離にあります。

庄原市食育ポスターコンクールを開催しました
　市は毎年、市内の小学生を対象に食育に関するポスターコン
クールを開催しています。本年も、「朝ごはんを食べよう」や「家
族で食べるとおいしいね」「野菜をたくさん食べよう」など、『食』
に対する思いを込めた多くのポスター応募があり、応募作品は市
役所市民ホールなどに展示しました。
　ポスターを描くことによって、家庭・地域・学校での食を身近
に感じ、自分の身の回りの『食』について、家族と一緒に考える
きっかけになればと思います。　　　　　　　【応募総数371点】

受賞作品（11月14日に表彰式を行いました）　

帝
たいしゃく

釈馬
まわたり

渡岩
いわかげ

陰遺跡

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら 12月号の 11 ページ「マイナンバー制度」の
記事の中で、通知カードの受領に関する問い合わせ先「市民生活
課戸籍住民係☎ 0824 ‐ 73 ‐ 1157」を、誤って「市民生活課
市民生活係☎ 0824‐73‐1154」と記載しました。また、17ペー
ジ「消費者として正しい知識を」の記事の中で、「県地域女性団
体連絡協議会」を誤って「県地域女性団体連合協議会」と記載し
ました。訂正し、お詫びいたします。

【
市
長
賞
】

田
岡　

千
乃（
東
小
２
年
）

【
議
長
賞
】

田
岡　

千
怜（
東
小
５
年
）

【
教
育
長
賞
】

川
本　

小
夏（
庄
原
小
２
年
）

【
農
業
委
員
会
長
賞
】

山
岡　

怜
生

（
永
末
小
４
年
）

【
農
業
委
員
会

女
性
委
員
特
別
賞
】

森
永　

彩
水

（
峰
田
小
２
年
）

【
食
育
計
画
策
定

推
進
委
員
賞
】

吉
田　

希
空

（
庄
原
小
２
年
）

【
食
育
計
画
策
定

推
進
委
員
賞
】

重
原　

ゆ
ず

（
美
古
登
小
３
年
）

【
食
育
計
画
策
定

推
進
委
員
賞
】

熊
本　

心
優

（
比
和
小
６
年
）

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま

ず
仲
間
を
送
り
届
け
る
人
）を

確
保
し
て
、絶
対
に
飲
酒
運
転

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

ハンドルキーパー運動に
ご協力ください
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